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(57)【要約】
【課題】除霜モード運転中において車室内の快適性を確
保しうる、低コストの車両用空調装置を提供する。
【解決手段】コンプレッサにより圧縮された熱交換媒体
が流入して放熱する室内コンデンサと、熱交換媒体が流
入して室外と熱交換を行う室外熱交換器と、熱交換媒体
が流入して室内と熱交換を行う室内熱交換器と、を備え
た車両用空調装置において、室内を暖める第１暖房モー
ドで運転中に（Ｓ１０）、室外熱交換器に霜が着いたと
判断したとき（Ｓ１２～Ｓ１６）、第１暖房モードを強
めた第２暖房モードで運転した後に（Ｓ１８）、室外熱
交換器に高圧の熱交換媒体を導入させて放熱させること
により霜を溶かす除霜モードに切り換える（Ｓ２０）。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンプレッサにより圧縮された熱交換媒体が流入して放熱する室内コンデンサと、
　前記熱交換媒体が流入して室外と熱交換を行う室外熱交換器と、
　前記熱交換媒体が流入して室内と熱交換を行う室内熱交換器と、
　を備えた車両用空調装置において、
　室内を暖める第１暖房モードで運転中に、前記室外熱交換器に霜が着いたと判断したと
き、前記第１暖房モードを強めた第２暖房モードで運転した後に、前記室外熱交換器に高
圧の前記熱交換媒体を導入させて放熱させることにより霜を溶かす除霜モードに切り換え
ることを特徴とする車両用空調装置。
【請求項２】
　前記除霜モードの終了後に、前記第１暖房モードを強めた第３暖房モードで運転するこ
とを特徴とする請求項１に記載の車両用空調装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両用空調装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　電気自動車では、車室内の暖房にエンジンの冷却水を利用することができないため、ヒ
ートポンプサイクルを利用した車両用空調装置が採用されている。
　特許文献１に記載された車両用空調装置では、車内を暖房する場合には、四方弁を切り
替えて暖房サイクルとする。この暖房サイクルでは、コンプレッサの駆動により熱交換媒
体は、まず車内側熱交換器に流入して放熱し、キャピラリチューブで減圧された後、車外
側熱交換器で吸熱し、コンプレッサに戻って循環する。これにより、ユニット内に吸引さ
れた空気が車内側熱交換器によって加熱され、車内には温風が供給される。
　また、車内を冷房する場合には、四方弁を切り替えて冷房サイクルとする。この冷房サ
イクルでは、コンプレッサの駆動により熱交換媒体は、まず車外側熱交換器に流入して放
熱し、キャピラリチューブで減圧された後、車内側熱交換器で吸熱し、コンプレッサに戻
って循環する。これにより、ユニット内に吸引された空気が車内側熱交換器によって冷却
され、車内には冷風が供給される。
【０００３】
　ヒートポンプポンプサイクルを利用した車両用空調装置では、暖房運転中、熱交換媒体
は車外側熱交換器内を流動する際に外気から吸熱するので、外気温度が非常に低ければ、
車外側熱交換器の表面に着霜が生じて吸熱ができず、車内側の加熱が不十分である。
　そこで特許文献１発明では、着霜が生じる毎に暖房サイクルから冷房サイクルに切り替
えて除霜運転を行なっている。
【０００４】
　ただし、着霜毎に除霜運転を行っていたのでは、その都度車内に冷風が供給されて乗員
に不快感を与えることになる。
　そこで特許文献１発明では、除霜時に補助ヒータに通電して送風温度を目標送風温度に
調整するようにした。これにより、乗員に不快感を与えることなく除霜を行なうことがで
きるとされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実開平６－６１５２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　しかしながら、特許文献１発明では、送風温度を調整するため補助ヒータが必要であり
、車両用空調装置が高コストになるという問題がある。
　そこで本発明は、除霜運転を実施しても車室内の快適性を確保しうる、低コストの車両
用空調装置の提供を課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明は、コンプレッサ（例えば、実施形態でのコンプレ
ッサ２１）により圧縮された熱交換媒体が流入して放熱する室内コンデンサ（例えば、実
施形態での室内コンデンサ１６）と、前記熱交換媒体が流入して室外と熱交換を行う室外
熱交換器（例えば、実施の形態での室外熱交換器２４）と、前記熱交換媒体が流入して室
内と熱交換を行う室内熱交換器（例えば、実施の形態でのエバポレータ１４）と、を備え
た車両用空調装置（例えば、実施形態での車両用空調装置１０）において、室内を暖める
第１暖房モードで運転中に、前記室外熱交換器に霜が着いたと判断したとき、前記第１暖
房モードを強めた第２暖房モードで運転した後に、前記室外熱交換器に高圧の熱交換媒体
を導入させて放熱させることにより霜を溶かす除霜モードに切り換えることを特徴とする
。
　この構成によれば、あらかじめ第１暖房モードを強めた第２暖房モードで運転すること
で、車室内が十分に暖まるので、その後に除霜モードに切り換えて車室内に冷風が供給さ
れても、車室内の快適性を確保することができる。しかも、第１暖房モードを強めた第２
暖房モードでの運転は、室内コンデンサの出力調整等によって実現可能であり、補助ヒー
タ等の別部品が不要である。したがって、低コストの車両用空調装置を提供できる。
【０００８】
　また、前記除霜モードの終了後に、前記第１暖房モードを強めた第３暖房モードで運転
する構成としてもよい。
　この構成によれば、除霜モードで車室内に冷風が供給されても、その後に第１暖房モー
ドを強めた第３暖房モードで運転することで、車室内を速やかに暖めることができる。し
たがって、車室内の快適性を確保することができる。しかも、第１暖房モードを強めた第
３暖房モードでの運転は、室内コンデンサの出力調整等によって実現可能であり、補助ヒ
ータ等の別部品が不要である。したがって、低コストの車両用空調装置を提供できる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、あらかじめ第１暖房モードを強めた第２暖房モードで運転することで
、車室内が十分に暖まるので、その後に除霜モードに切り換えて車室内に冷風が供給され
ても、車室内の快適性を確保することができる。しかも、第１暖房モードを強めた第２暖
房モードでの運転は、室内コンデンサの出力調整等によって実現可能であり、補助ヒータ
等の別部品が不要である。したがって、低コストの車両用空調装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施形態に係る車両用空調装置の構成図である。
【図２】（Ａ）は車両用空調装置の暖房モード運転の状態を示す図であり、（Ｂ）は冷房
モード運転の状態を示す図である。
【図３】車両用空調装置の除湿暖房モード運転の状態を示す図である。
【図４】実施形態に係る車両用空調装置の除霜運転方法の処理を示すフローチャートであ
る。
【図５】吐気温度および室内温度の変化を示すグラフであって、（Ａ）は実施形態の場合
であり、（Ｂ）は従来技術の場合である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の一実施形態に係る車両用空調装置について添付図面を参照しながら説明
する。
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【００１２】
（車両用空調装置）
　本実施形態による車両用空調装置１０は、例えば車両駆動源としての内燃機関を具備し
ていない電動車両などに搭載され、ヒートポンプサイクルにより除湿暖房モード運転を実
行可能な空調装置であって、図１に示すように、通風ダクト１１の上流側に設けられた空
気導入口１１ａから下流側に設けられた空気吹出口１１ｂに向かい、順次、導入口開閉ド
ア１２と、送風機１３と、エバポレータ１４と、ダンパー１５と、室内コンデンサ１６と
、を備えて構成されている。
　さらに、車両用空調装置１０は、エバポレータ１４および室内コンデンサ１６を備える
ヒートポンプサイクル１７と、制御装置１８と、エバポレータセンサ１９と、を備えて構
成されている。
【００１３】
　通風ダクト１１の空気導入口１１ａは、内気（車室内空気）および外気（車室外空気）
を車両用空調装置１０の内部に導入可能に設けられている。
　通風ダクト１１の空気吹出口１１ｂは、車両用空調装置１０の内部から車室内へ空気を
送風可能に設けられている。
【００１４】
　導入口開閉ドア１２は、例えば制御装置１８の制御により開閉制御され、通風ダクト１
１内部への内気（車室内空気）および外気（車室外空気）の導入量を変更可能に設けられ
ている。
【００１５】
　送風機１３は、例えば制御装置１８の制御により印加される駆動電圧に応じて駆動し、
空気導入口１１ａから導入された空気（内気および外気）を通風ダクト１１の上流側から
下流側の空気吹出口１１ｂに向かい、つまりエバポレータ１４および室内コンデンサ１６
に向けて送風する。
【００１６】
　エバポレータ（室内熱交換器）１４は、内部に流入した低圧の熱交換媒体と車室内雰囲
気との熱交換を行ない、例えば、熱交換媒体が蒸発する際の吸熱によって、通風ダクト１
１内のエバポレータ１４を通過する空気を冷却する。
【００１７】
　ダンパー１５は、例えば制御装置１８の制御により駆動するモータ（図示略）によって
回動可能とされ、送風機１３の送風によってエバポレータ１４を通過した空気の風量のう
ち、室内コンデンサ１６に導入される風量と、室内コンデンサ１６を迂回して車室内へ排
出される風量との風量割合を、開度（例えば、室内コンデンサ１６に向かう通風経路に対
する開度）によって調整する。
【００１８】
　室内コンデンサ１６は、内部に流入した高温かつ高圧の熱交換媒体によって放熱可能で
あって、例えば、通風ダクト１１内の室内コンデンサ１６に導入される空気を加熱する。
【００１９】
　ヒートポンプサイクル１７は、例えば、コンプレッサ２１と、室内コンデンサ１６と、
暖房用絞り弁２２と、暖房用電磁弁２３と、室外熱交換器２４と、三方弁２５と、気液分
離器２６と、電子膨張弁２７と、除湿用電磁弁２８と、を備えて構成されている。
【００２０】
　コンプレッサ２１は、例えば制御装置１８の制御により駆動するモータ（図示略）の駆
動力によって駆動し、気液分離器２６から気相の熱交換媒体を吸入し、この熱交換媒体を
圧縮して、高温かつ高圧の熱交換媒体を室内コンデンサ１６に吐出する。
【００２１】
　室内コンデンサ１６は、第１流路３１によって室外熱交換器２４に接続されており、こ
の第１流路３１の室内コンデンサ１６と室外熱交換器２４との間には、暖房用絞り弁２２
と、暖房用電磁弁２３とが配置されている。
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【００２２】
　暖房用絞り弁２２は、いわゆる膨張弁であって、室内コンデンサ１６から排出された熱
交換媒体を膨張させ、低温かつ低圧の噴霧状の熱交換媒体を室外熱交換器２４に吐出する
。
【００２３】
　暖房用電磁弁２３は、室内コンデンサ１６と室外熱交換器２４との間において室内コン
デンサ１６側の第１分岐管３２ａおよび室外熱交換器２４側の第２分岐管３２ｂを介して
暖房用絞り弁２２を迂回する迂回流路３２に設けられ、例えば制御装置１８により開閉制
御される。
　例えば、暖房用電磁弁２３は、暖房モード運転または除湿暖房モード運転の実行時には
閉状態とされ、冷房モード運転の実行時には開状態とされる。
【００２４】
　これにより、例えば、暖房モード運転または除湿暖房モード運転の実行時には、室内コ
ンデンサ１６から排出された熱交換媒体は暖房用絞り弁２２を通過して低温かつ低圧の状
態で室外熱交換器２４に流入する。
　一方、冷房モード運転の実行時には、室内コンデンサ１６から排出された熱交換媒体は
暖房用電磁弁２３を通過して高温の状態で室外熱交換器２４に流入する。
【００２５】
　室外熱交換器２４は、例えば室外側のコンデンサであって、内部に流入した熱交換媒体
と車室外雰囲気との熱交換を行なう。
【００２６】
　例えば、室外熱交換器２４は、暖房モード運転または除湿暖房モード運転の実行時には
、内部に流入する低温かつ低圧の熱交換媒体によって車室外雰囲気から吸熱可能であって
、例えば、車室外雰囲気からの吸熱によって熱交換媒体を昇温する。
　一方、冷房モード運転の実行時には、内部に流入する高温の熱交換媒体によって車室外
雰囲気へと放熱可能であって、例えば車室外雰囲気への放熱およびコンデンサーファン２
４ａの送風によって熱交換媒体を冷却する。　
【００２７】
　三方弁２５は、室外熱交換器２４から流出した熱交換媒体を気液分離器２６または電子
膨張弁２７に切り換えて吐出するように、室外熱交換器２４と、気液分離器２６側の合流
管３３と、電子膨張弁２７側の第３分岐管３４とに接続され、例えば制御装置１８により
切換制御される。
【００２８】
　例えば、三方弁２５は、暖房モード運転または除湿暖房モード運転の実行時には、室外
熱交換器２４から流出した熱交換媒体を気液分離器２６側の合流管３３の流入口（図示略
）に吐出する。
　一方、冷房モード運転の実行時には、室外熱交換器２４から流出した熱交換媒体を電子
膨張弁２７側の第３分岐管３４に吐出する。
【００２９】
　気液分離器２６は、合流管３３の流出口（図示略）とコンプレッサ２１の吸入口（図示
略）との間に接続され、合流管３３の流出口から流出した熱交換媒体の気液を分離し、気
相の熱交換媒体をコンプレッサ２１に吸入させる。
【００３０】
　電子膨張弁２７は、第３分岐管３４とエバポレータ１４の流入口（図示略）との間に接
続され、例えば制御装置１８によって制御される弁開度に応じて、第３分岐管３４から流
出した熱交換媒体を膨張させ、低温かつ低圧の気液２相の噴霧状の熱交換媒体をエバポレ
ータ１４に吐出する。
【００３１】
　エバポレータ１４は、電子膨張弁２７と合流管３３との間に接続され、第３分岐管３４
に接続された流入口（図示略）と、合流管３３の流入口（図示略）に接続された流出口（
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図示略）とを備えている。
【００３２】
　除湿用電磁弁２８は、第１流路３１の室内コンデンサ１６と第１分岐管３２ａとの間に
設けられた第４分岐管３５によって第１流路３１から分岐して第３分岐管３４に接続され
る第２流路３６に設けられ、例えば制御装置１８により開閉制御される。
　例えば、除湿用電磁弁２８は、暖房モード運転または冷房モード運転の実行時には閉状
態とされ、除湿暖房モード運転の実行時には開状態とされる。
【００３３】
　これにより、例えば、暖房モード運転または冷房モード運転の実行時には、室内コンデ
ンサ１６から排出された熱交換媒体は、第４分岐管３５を通過し第１流路３１のみを流通
して室外熱交換器２４に向かう。
　一方、除湿暖房モード運転の実行時には、室内コンデンサ１６から排出された熱交換媒
体は第４分岐管３５において第１流路３１と第２流路３６とに分岐し、一方は第１流路３
１を流通して室外熱交換器２４に向かい、他方は第２流路３６を流通して除湿用電磁弁２
８と第３分岐管３４とを通過して電子膨張弁２７に向かう。
【００３４】
　制御装置１８は、例えば、適宜のスイッチ（図示略）などを介して操作者により入力さ
れた指令信号と、エバポレータセンサ１９から出力された検出結果の信号となどに基づき
、車両用空調装置１０の運転を制御し、暖房モード運転と冷房モード運転と除湿暖房モー
ド運転との切り換えを制御する。
【００３５】
　エバポレータセンサ１９は、例えば、通風ダクト１１内のエバポレータ１４の下流側の
位置に配置され、エバポレータ１４を通過した空気の温度を検出し、検出結果の信号を制
御装置１８に出力する。
【００３６】
　本実施の形態による車両用空調装置１０は上記構成を備えており、次に、車両用空調装
置１０の動作について説明する。
【００３７】
（暖房モード運転）
　先ず、車両用空調装置１０の暖房モード運転時においては、例えば図２（Ａ）に示すよ
うに、ダンパー１５はエバポレータ１４を通過した空気を室内コンデンサ１６に導入する
ように開状態とされ、暖房用電磁弁２３および除湿用電磁弁２８は閉状態とされ、三方弁
２５は室外熱交換器２４を合流管３３の流入口に接続する。
【００３８】
　これにより、コンプレッサ２１から吐出された高温かつ高圧の熱交換媒体は、室内コン
デンサ１６における放熱によって通風ダクト１１内の空気を加熱する。
　そして、熱交換媒体は、暖房用絞り弁２２によって膨張させられて低温かつ低圧の噴霧
状とされ、次に、室外熱交換器２４において車室外雰囲気から吸熱して気液２相の噴霧状
で三方弁２５と合流管３３とを通過して気液分離器２６に流入する。
　そして、熱交換媒体は、気液分離器２６において気液分離され、気相の熱交換媒体はコ
ンプレッサ２１に吸入される。
【００３９】
（冷房モード運転）
　また、車両用空調装置１０の冷房モード運転時においては、例えば図２（Ｂ）に示すよ
うに、ダンパー１５はエバポレータ１４を通過した空気を室内コンデンサ１６を迂回させ
るように閉状態とされ、暖房用電磁弁２３は開状態かつ除湿用電磁弁２８は閉状態とされ
、三方弁２５は室外熱交換器２４を第３分岐管３４に接続する。
【００４０】
　これにより、コンプレッサ２１から吐出された高温かつ高圧の熱交換媒体は、室内コン
デンサ１６と暖房用電磁弁２３とを通過して、室外熱交換器２４において車室外雰囲気へ
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と放熱して、三方弁２５とを第３分岐管３４とを通過して電子膨張弁２７に流入する。
　そして、熱交換媒体は、電子膨張弁２７によって膨張させられて低温かつ低圧の噴霧状
とされ、次に、エバポレータ１４における吸熱によって通風ダクト１１内の空気を冷却す
る。
　そして、熱交換媒体は、合流管３３を通過して気液分離器２６に流入し、気液分離器２
６において気液分離され、気相の熱交換媒体はコンプレッサ２１に吸入される。
【００４１】
（除湿暖房モード運転）
　また、車両用空調装置１０の除湿暖房モード運転時においては、例えば図３に示すよう
に、ダンパー１５はエバポレータ１４を通過した空気を室内コンデンサ１６に導入するよ
うに開状態とされ、暖房用電磁弁２３は閉状態かつ除湿用電磁弁２８は開状態とされ、三
方弁２５は室外熱交換器２４を合流管３３の流入口に接続する。
【００４２】
　これにより、コンプレッサ２１から吐出された高温かつ高圧の熱交換媒体は、室内コン
デンサ１６における放熱によって通風ダクト１１内の空気（つまりエバポレータ１４を通
過した空気）を加熱する。
　そして、熱交換媒体は、第４分岐管３５において第１流路３１と第２流路３６とに分岐
し、一方は第１流路３１を流通して室外熱交換器２４に向かい、他方は第２流路３６を流
通して除湿用電磁弁２８と第３分岐管３４とを通過して電子膨張弁２７に向かう。
【００４３】
　すなわち、一方の熱交換媒体は、第４分岐管３５から暖房用絞り弁２２に流入し、暖房
用絞り弁２２によって膨張させられて低温かつ低圧の噴霧状とされ、次に、室外熱交換器
２４において車室外雰囲気から吸熱して気液２相の噴霧状で三方弁２５と合流管３３とを
通過して気液分離器２６に流入する。
【００４４】
　また、他方の熱交換媒体は、第４分岐管３５から電子膨張弁２７に流入し、電子膨張弁
２７によって膨張させられて低温かつ低圧の噴霧状とされ、次に、エバポレータ１４にお
ける吸熱によって通風ダクト１１内の空気を露点まで冷却することで除湿して、気液２相
の状態で合流管３３を通過して気液分離器２６に流入する。
【００４５】
（車両用空調装置の除霜制御方法）
　上述した車両用空調装置の暖房モード運転時には、室外熱交換器２４において外気から
吸熱するので、室外熱交換器２４に霜が着く場合がある。霜が着くと熱伝達が妨げられて
十分な吸熱が不可能になり、車両用空調装置１０の効率を低下させることになる。そこで
本実施形態では、第１暖房モード運転中に、室外熱交換器２４に霜が着いたと判断したと
き、除霜モード運転を行う。
【００４６】
　除霜モード運転は、冷房モード運転と同様であり、車室内に冷風を供給することになる
。そこで、本実施形態に係る車両用空調装置１０の除霜運転方法では、除霜モード運転を
行う前に、第１暖房モードを強めた第２暖房モードで運転を行う。さらに本実施形態では
、除霜モード運転の終了後に、第１暖房モードを強めた第３暖房モードで運転を行う。
【００４７】
　図４は、実施形態に係る車両用空調装置の除霜運転方法の処理を示すフローチャートで
ある。本実施形態に係る車両用空調装置の除霜運転方法は、第１暖房モード運転中の状態
からスタートする（Ｓ１０）。第１暖房モード運転とは、除霜モード運転を想定しない通
常の暖房モード運転であって、コンプレッサ２１および送風機１３の回転数を制御するこ
とにより車室内をユーザー設定温度に維持する運転モードである。
【００４８】
　ここで、室外熱交換器２４に霜が着いたか否かを判断する。具体的には、外気温度セン
サ（不図示）により外気温度Ｔａｍを測定し、制御装置１８に出力する（Ｓ１２）。また
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出口温度センサ２４Ｔにより室外熱交換器２４の出口温度Ｔｏｕｔを測定し、制御装置１
８に出力する（Ｓ１４）。制御装置１８は、外気温度Ｔａｍと室外熱交換器２４の出口温
度Ｔｏｕｔとの差分が、所定温度より大きいか判断する（Ｓ１６）。
【００４９】
　暖房モード運転では、室外熱交換器２４で吸熱が行われる。ここで、室外熱交換器２４
に霜が着いた場合には、熱伝達率が低下するので、室外熱交換器２４での吸熱作用が不十
分になる。この場合には、室外熱交換器２４の出口温度Ｔｏｕｔが外気温度Ｔａｍの付近
まで上昇せず、両者間の温度差が大きくなる。そこで、外気温度Ｔａｍと室外熱交換器２
４の出口温度Ｔｏｕｔとの差分が所定温度より大きい場合には、室外熱交換器２４に霜が
着いたと判断する。
　Ｓ１６の判断がＮｏの場合はＳ１２に戻り、室外熱交換器２４に霜が着いたか否かの判
断を継続する。
【００５０】
　一方、Ｓ１６の判断がＹｅｓの場合にはＳ１８に進み、第１暖房モード運転を強めた第
２暖房モード運転を行う（Ｓ１８）。第２暖房モード運転は、予め設定された所定時間だ
け行う。第２暖房モード運転では、通風ダクト１１の空気吹出口１１ｂから車室内への吐
気温度を、第１暖房モード運転より上昇させる。具体的には、制御装置１８がコンプレッ
サ２１の回転数を増加させる。これにより、コンプレッサ２１から室内コンデンサ１６に
吐出される熱交換媒体の温度および圧力が上昇し、室内コンデンサ１６から通風ダクト１
１内への放熱量が増加する。その結果、通風ダクト１１の空気吹出口１１ｂから車室内へ
の吐気温度を上昇させることができる。なお、コンプレッサ２１の回転数を増加させる代
わりに、送風機１３の回転数を増加させることにより、車室内への吐気温度を上昇させて
もよい。また、コンプレッサ２１および送風機１３の両方の回転数を増加させることによ
り、車室内への吐気温度を上昇させてもよい。
【００５１】
　次に、除霜モード運転を行う（Ｓ２０）。除霜モード運転は、予め設定された所定時間
だけ行う。除霜モード運転は、冷房モード運転と同じであり、室外熱交換器２４に高圧の
熱交換媒体を導入させて放熱させる。これにより、室外熱交換器２４に着いた霜が加熱さ
れ蒸発して除去される。
【００５２】
　次に、第１暖房モード運転を強めた第３暖房モード運転を行う（Ｓ２２）。第３暖房モ
ード運転は、予め設定された所定時間だけ行う。第３暖房モード運転では、通風ダクト１
１の空気吹出口１１ｂから車室内への吐気温度を、第１暖房モード運転より上昇させる。
その具体的な方法は、第２暖房モード運転と同様である。
　以上により、本実施形態に係る車両用空調装置の除霜制御が終了する。
【００５３】
　図５は吐気温度および室内温度の変化を示すグラフであって、（Ａ）は実施形態の場合
であり、（Ｂ）は従来技術の場合である。
　図５（Ｂ）に示す従来技術の場合には、暖房モード運転から除霜モード運転に切り換え
ることで、車室内に吐気温度の低い冷風が供給される。そのため、除霜モード運転後の車
室内温度が暖房モード運転中の車室内温度から大幅に低下する。しかも、除霜モード運転
後に暖房モード運転に復帰しても、車室内温度の回復に時間がかかる。したがって、乗員
に不快感を与えることになる。
【００５４】
　これに対して、図５（Ａ）に示す本実施形態の場合には、車室内を暖める第１暖房モー
ド運転中に、室外熱交換器２４に霜が着いたと判断したとき、第１暖房モード運転を強め
た第２暖房モード運転を実施する。その後に、室外熱交換器２４に高圧の熱交換媒体を導
入させて放熱させることにより霜を溶かす除霜モード運転に切り換える。
　第２暖房モード運転では、第１暖房モード運転より車室内への吐気温度を上昇させるの
で、車室内温度が上昇する。次に除霜モード運転に切り換えて、車室内に吐気温度の低い
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冷風を供給すると、車室内温度は低下する。しかし、第２暖房モード運転により車室内が
十分に暖まっているので、除霜モード運転後の車室内温度は、第１暖房モード運転中の車
室内温度から大幅に低下しない。したがって、乗員に不快感を与えることがなく、車室内
の快適性を確保することができる。
【００５５】
　また、図５（Ａ）に示す本実施形態の場合には、除霜モード運転の終了後に、第１暖房
モード運転を強めた第３暖房モード運転を実施する。
　除霜モード運転後の車室内温度が第１暖房モード運転中の車室内温度より低下した場合
でも、第３暖房モード運転では第１暖房モード運転より車室内への吐気温度を上昇させる
ので、車室内温度を速やかに上昇させることができる。したがって、乗員に不快感を与え
ることがなく、車室内の快適性を確保することができる。
【００５６】
　しかも、第１暖房モードを強めた第２暖房モードおよび第３暖房モードでの運転は、コ
ンプレッサ２１の回転数増加による室内コンデンサ１６の出力調整等によって実現可能で
ある。すなわち、ヒートポンプサイクルを実現するための車両用空調装置の構成部品を使
用して各暖房モード運転が実現可能であり、補助ヒータ等の別部品を追加する必要がない
。したがって、低コストの車両用空調装置を提供できる。
【００５７】
　なお、本発明の技術的範囲は上述した実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣
旨を逸脱しない範囲において、上述した実施形態に種々の変更を加えたものを含む。すな
わち、上述した実施形態の構成はほんの一例に過ぎず、適宜変更が可能である。
　例えば、実施形態では除霜モード運転の終了後に第３暖房モード運転を実施する構成と
したが、除霜モード運転を行う前の第２暖房モード運転により除霜モード運転中および運
転後の車室内の快適性が十分に確保されていれば、必ずしも第３暖房モード運転を実施す
る必要はない。
【符号の説明】
【００５８】
　１０…車両用空調装置　１４…エバポレータ（室内熱交換器）　１６…室内コンデンサ
　２１…コンプレッサ　２４…室外熱交換器
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